
過ぎ さ りし夏 ， 

h
p
阿
波
お
ど
り 

d

司
少
年
野
球 

‘花
火

子供会等でいろんな催しがこの憂も各地区、

ありました。� 

8月1. 2日に開催された「勝浦川あゆまつ

り」には、過去最高の延人数� 3.300人が参加し

て楽しいひとときを過しました。� 

.-/ 

⑨⑧⑨ 
⑨⑧ 

(世帯数) 1.989戸� (人口)男� 3.627人女 �  3.898人計�  7.525人� (平成4年7月末日現在) 

(出生)男� 5 女2 計7 亮亡)男� 6 女4 計10 (転入)男4 女3 計7 転出)男� 3 女4 計7

広報かつうら� 9月号第267号平成4年9月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEし(08854)2 -2511 (代) FAX 2 -3028 
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B
P

B
R
-

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
選
手
、

役
員
の
方
が
百
名
余
り
来
町
し
、
熱

戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
選
手
と

日
本
社
会
人
ラ
イ
フ
ル
射
撃

(

し
て
地
元
今
山
の

新

居

千

恵

さ

ん

が
出
場
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

開
会
式
に
は
、

町
内
保
育
所
、
幼

稚
園
、
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
五
百
五

景
風
合
試
体
総
校
高
島県
徳れたわ
行
日川判
長
団
演
技
の
練
習
に
取
り
組
む
小
学
生

合，企

東
四
国
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

平
成
四
年
度
全
日
本
社
会
人
ラ
イ
フ
ル
射
撃

(
B
R
・B
P
)
競
技
選
手
権
大
会 

9
月
口
日
出
・
日
日
制

来
年
の
東
四
国
国
体
ラ
イ
フ
ル
射

技 手呈

生
比
奈
小
学
校
体
育
館
で
開
催

十
人
余
り
の
集
団
演
技
と
坂
本
、
横

瀬
、
生
比
奈
の
三
小
学
校
合
同
に
よ

競

B
R

B
P

撃 

(

・ 

)
競
技
の
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
と
し
て
、
平
成
四
年
度
全

)
競
技
選
手
権
大
会
が
、
生
比

奈
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

る
金
管
バ
ン
ド
が
大
会
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
九
月
十
二
日
回
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
町
民
参
加
の
ピ 

ム
ラ

l

イ
フ
ル
射
撃
大
会
を
、
全
国
か
ら
や

っ
て
く
る
選
手
、
役
員
の
お
み
や
げ

を
賞
品
に
行
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
(
事
前
申
込
を

お
願
い
し
ま
す
。
先
着
百
名
ま
で
)

大
会
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
開
会
式
時
の
駐
車
場
は
勝

浦
中
央
橋
上
流
の
河
川
敷
で
す
。

ム富開
一一

/
¥

時

集 団� j寅 ナ支� 
2 開 式� i盈 告� 

3 i霊 手 団 入 場� 

4 開 ，zazh 宣 百� 

5 国 方箕 干易 揚� 

6 大会旗等諸旗掲揚

ア 大会長あいさつ�  

8 キ兄 辞� 

9 歓� ;m σコ 守

と� (;fιーー� 

10 完売 按: 上� σコ 注意�  

11 i翠 手 官、 誓� 

12 閉 式� i盈 丘Etニョ� 

13 i翠 手 団� i屋 場

第
一

3.式次第

〉
平成4年� 9月12日

午前8時から� 

2.場 所 生比奈小学校グラウンド

(雨天の場合は勝浦中学校体育館) 

次
一


式
一


〉

午後3時30分から� 

2.会 場生比奈小学校グラウンド

(雨天の場合は生比奈小学校体育館) 

3.式次第

第
一

次
一

式
一

閉
一
平成4年 9月13日(日)

ム宮

一

/

¥

時

日

時 間� 

1 射群�  

種 目月日

9 :30-10:20 

2 射群�  10:30-11:209 B R 2 P40 
11:30-12:203 射群�  

月 12:50-

12 


決勝マッチ� 

13:30-14:15 

B R L T40 

l 射群�  

14:25-15:102 射群
日� 

15:40-決勝マッチ� 

同� 16:20-17:10B P 40 1 射群�  

18:30-

1 射群�  

町民ビームライフル大会� 

9 :00-9 :50 
9 10:00-10:50B R S 40 2 射群
月� 

11:20-決勝マッチ� 

l 射群�  

13 

12:00-12:45日)� 
12:55-13:402 射群B R T 40 

14:10-決勝マッチ� 

1.日� (土)

1.日

2 

開 式� i盈 告� 

成績発表及び表彰�  

3 
4 

5 

6 

ア

8 
9 

10 

言，.� E平� 

大会長あいさつ�  

歓送�  σコ 守 と� (;t:'ιー� 

国 方箕 降 納

大会旗等諸旗降納�  

閉 ，2dZb、 官� i5 

閉 式� i盈 告� 

役員選手団解散 ※競技時聞は競技の進行状況により多少変更することがあります。

(日
笥3

匂3

2 
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hF

|ライフル射撃 (BR. B P)餓筏会場配置図|

涜� 4 

n.・� 
~..::::z:z:z:a 'Z?Z7?7'!Z7'7'r7泣L.'uノ川、““州出� 

一一一一一一Ii

ノlL 
l亡=二ご

; 渇6・.禽噌

回

グラウンド�  

It. !l 
'"奥終� H'陣皐・3

受付置 肉 �  m 
U 鰻.. 

J( " . 11 
舟.史~.晴

海穣�  MM".闘志. 
7 I~ 11 

a ・・*. ，.・・本....‘ー.Lニム一三二三」二~ 
B・・i!*• 

B 

II J It"温 3・� 
I:J ft JI 局

日 温 手 留薦�  

" 毘・�  11'・2 
Is l/(ヌ..跨� 
1" ..iキトイレ� 

金
管
，
ハ
ン
ド
の
練
習
に
は
げ
む
小
学
生

誰にでもできる ビームライフル
銃の所持が厳しく規制されている日本

では、ライフル射撃という競技に接する

機会があまりありません。

そこで、所持許可が必要なく誰にでも

手軽に楽しめるようにと、日本独自に開

発されたのが、ビーム・ライフルです。

弾のかわりに、バッテリーによる光線

を発射するもので、安全かつ容易に行う

ことができ、入門用としても最適です。� 

(ライフル射撃とは〉

「遠くにあるものを狙う」というのは、人間の本能に

よる衝動です。それを合理的かつ科学的にスポーツ化

したのが、ライフル射撃競技です。

日本では銃力法令により厳しい規制が設けられてい

ることもあり、あまり一般的ではありませんが、欧米

では広〈盛んに普及しており、ヱア ・ライフル競技は

オリンピック第� 1回大会からの種目です。

大会に参加している選手を見ればわかるように、年

齢や1生別によるハンデのないスポーツであることも特

距離は� 10m 

2. ライフル種目の場合、重い銃を長時間保

持するため、銃の重さを体に伝えること

なく服の部分で分散させる目的で、皮や

キャンパスなどの張りのある素材で作っ

たコートやJ~ンツを{吏用します。

また、これらのウェアには体を個定し

安定させるという役目もあります。
りつし，

色のひとつです。

(射撃の用具 〉� 

1.銃

銃の重さは、ヱア・ライフルで約4.8旬、スモールボ

ア ・ライフルで約7.0kg、ピストル種目で約1.1旬、ビー

ム種目はこれらよりほんの少し軽くなっています。

法機器I~)レ-)レで使えまぜん。
/ 背後こ さな穴が晶Lであり、

同」 一一一一一岡

敏(~bt) IU，t.ill.Hi'うためにとても緊〈、加g -1∞g程直です。

ちなみにオモチャの斗ーアガンで総� 2匂です。� 

立射・� Standing.略称S

立った状態で長くて重い物をもつため

には、高いバランス感覚が必要です。重

い銃を筋力で持ち上げようとしても、試

合中ずっとできるものではありません。

体をリラ ックスさせた状態で、骨格で

支え靭(じん)帯で固定します。決して筋

力を{吏っているわけではありません。� 

Z》じうち� 

| 肘射・� Table・略称� 1' 1
立射と遣い、肘を机にのせての射撃姿

勢は、安定した射撃ができます。そのた

めより高い得点、での試合となります。

3 
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スポーツの秋を、ふるさと勝浦の自然とふれあいませんか。今年は、勝浦町の東端で、

みかんの里、今山地区のコースをたどり、ふるさと「かつうら」を考えてみませんか?

一時

二
所
一詰

一
一
一
場
一靴

一
一
一
合

一川

一
日
一
一
集
一今
 

平成� 4年10月10日(体育の巳〉 午前� 9時30分集合

解敵予定午後�  2時30分ごろ

(参加資格〉
町内外を問わず、健康で

右記コースを歩ける人

く参加料〉 無 料

〈申し込み〉

当日の受付もできますが、

混雑をさけるため、� 10人以

上の団体の方は、できるだ

け事前に申し込み下さい。

・申込先一-勝浦町久国

勝浦町役場産業課� 

(e2-2511) 

・住所・氏名・年齢(学年)・

電話番号を明記のうえハガ

キ又は電話で申し込みくだ

さい。

(注意事項〉
・お弁当 お茶ー雨具等は


各自でご持参ください。


・ハイキングに適した服装

でおこしください。

・小さいお子さんは保護者

が同伴してください。

・雨天の場合は中止しますc 

1m帰りO.41km 

術
力
の
向
上
、
消
費
動
向
の
把
握

は
絶
え
ず
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
、

徳
島
県
農
業
会
議
が
中
心
と
な
り
、

静
岡
県
三
ケ

日
町
、
浜
松
市
等
の

優
秀
農
家
へ
の
視
察
を
計
画
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
具
体
的
な
こ
と
は

決

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
月
の
十

五
1
一二
十
日
の
聞
で

一
泊
二
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
自
己
負
担
経

費
は
食
費

・
宿
泊
費
程
度
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地

元
の
果
樹
研
究
会
役
員
ず

で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

。
七
日
頃

に
は
詳
細
な
計
画
が
決
ま
る
予
定

で
す
。

果
樹
園
地
の
近
代
化
、
栽
培
技

先
進
地
に
学
ぼ
う

果
樹
近
代
化
の
た
め

H

4 
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徳島県PTA連合会南部フロック球技大会開催 ミ 農さ農をこ
ミ 業せ業与と「
~ ;-eるのえに{憂1

8イ た 成 る よ 秀
一横小ソフトボールチーム準優勝一 3ォめ果とりな

5ニにとと、開�  
一横小バレーボールチーム第� 3位一 Sア創特も開拓�  

A
: 賞設質に拓農�  

l

l

連
合
会
南
部
ブ
ロ

ッ
ク
球
技
大
会

ム
と
生ム

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


日

下

敏

雄

氏

Eのさを、者家小
・
横
小
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

横
小
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

が
、
勝
浦
中
学
校
及
び
生
比
奈
小
学

校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
十
三
日
間
に
徳
島
県 

ミ 畑れ一戦全を
ミ 作た般後体顕
ミ 等」にのに彰
ミ 部日認開激す�  

; 門本識拓励る

こ
の
大
会
に
、
勝
浦
町
か
ら
勝
中
・

の
優
秀
開
拓
農
家
と
し
て
、
農
蚕
園

芸
局
長
賞
を
勝
浦
町
出
身
・
浜
松
市

在
住
の
「
日
下
敏
雄
氏
」
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
に
寄
せ
て
、
勝
浦
町
に

対
し
副
賞
の
な
か
か
ら
十
万
円
を
お

(
勝
浦
町
横
瀬
地
区
出
身
・
静
岡
県
浜
松
市 
)
日
本
農
業
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
受
賞

芸� 

P
T 

S 

A 南部大会出場各チーム E 
A 

s
共
健
闘
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
で
は
、
横
小
チ

ー
ム
が
惜
し
く
も

優
勝
は
逃
し
た
も

の
の
準
優
勝
に
輝

き
、
ま
た
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
で
は
、

こ
れ
も
横
小
チ
ー

ム
が
第
三
位
に
な

り
ま
し
た
。

猛
暑
の
な
か
、

各
試
合
で
活
蹟
さ

れ
た
選
手
の
方
々
、

ま
た
、
大
会
の
運

営
に
お
世
話
い
た

だ
い
た
役
員
の
皆

様
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

場
し
、
各
チ 

ム
l

各
二
チ 

ム
が
出

l

A償小バレーボールチーム 血機小ソフトボールチーム� 

j 

j 

A 

SA 

i 
; 


送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
農
業
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
受
賞
の

栄
誉
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
ご
寄
付
に
対
し
感
謝

い
た
し
ま
す
。 

Hノ〆ノノノノ必ゲ必I'/////////.λI'////hゲ';I'/////'ノ必ゲバゐV〆HノHノノ';I'/////.ノノノノ';I'////..ノノHノHノ';I'///.ノノMゲ';I'////'〆〆必ゲλルグHノAゲ';I'/////..〆ノノノ:I'/////.ゐグバ〆ノ点。VノノHノHノノ〆ノ';I'/////..ノノ/ノパ〆ノノ:I'////////'の~///.ノHノノノノA〆ノノ';I'/'ノ';I'//..ρw

勝浦町職員(勝浦病院)募集

次のとおり、勝浦町職員(勝浦病院)の募集をしますので、希望の方は、

履歴書(市販のもの)を添えて町役場総務課まで申し込みください。

募集職種

薬 剤 師� 

募集人員

1 名

応募資格

薬剤師、理学療

法士ともに有資格

免許者であること。

応、 募 方 法

平成� 4年9月16日(対までの執務日の午前� 8時30分から

午後� 5時，土曜日(第� 2土曜日除く)は正午までに直接

または郵送で申し込みください。

必要な提出書類，選考日時等については別途本人に通

知いたします。

詳しくは，勝浦町役場総務課(勝浦町大字久国字久保

田3番地，電話� 2-2511) までお問い合わせください。� 

理学療法士� 1 名
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五
千
円

三
百
二
十
三
人

一
万
円

三
十
九
人

対
象
者

・
八
十
歳
以
上
の
方

対
象
者

・
九
十
歳
以
上
の
方

j
j 


し
て
い
ま
す
の
で
、
ゆ

っ
く
り
と
ご

九
十
歳
以
上
の
方
を

慶
祝
訪
問

慶
祝
行
事
の
一
環
と
し
て
毎
年
九

十
歳
以
上
の
方
の
お
宅
を
、
町
長
、

町
議
会
議
長
が
訪
問
し
、
長
寿
者

に
対
し
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
祝
福

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
三
十
九
人
の
方
々
が
九

十
歳
以
上
の
ご
長
寿
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
心
を

表
し
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

祝
い
状
贈
呈
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
推
進
者
表
彰
、
八
十
歳
到
達
夫

婦
祝
い
状
、
ま
た
米
寿 

(
八
十
八
歳
)

喜
寿
(七
十
七
歳
)
の
方
々
に
銀
盃
・

木
盃
の
贈
呈
、
八
十
歳
以
上
の
方
々

に
そ
れ
ぞ
れ
敬
老
年
金
等
を
お
贈
り

し
ま
す
。

式
典
終
了
後
、
午
後
か
ら
は
婦
人

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
踊
り
を
は
じ
め
、

阿
波
踊
り
ロ
ボ

ッ
ト
「
オ
ド
ロ

ッ
ト」

と
う
き
う
き
連
に
よ
る
阿
波
踊
り
競

演
に
よ
る
楽
し
い
芸
能
大
会
を
予
定

当
日
の
式
典
で
は
、
表
彰
並
び
に

f! (島ね窃いの必で-舗 l! 

I! 老人クラブ� 

l| 「社会奉仕」の日� 

r! 9月20日(日)j

ご長寿おめを色うごさ‘いま9 ， 
一勝浦町長寿者10傑一 (男女別・ 敬称略，平成� 4年8月末現在)

男 性 女 性

氏 名 住 所 年齢 生年月日 順位 氏 名 住 所 年齢 生年 月 日

椎平磯太郎 坂本�  97 明27. 9 . 27 森 山 イトノ 今山�  97 明28. 5. 12 

中西保太郎 久国�  94 明30. 11. 9 2 谷上 ツヤノ 生名�  96 明29 . 6. 25 

大岡 芳 夫 沼江�  93 明32. 3 . 28 3 楠本 磯 掛谷�  94 明31. 1 . 5 

尾西茂樹 中 山� 93 明32. 7. 31 4 平岡 ムメノ 棚野�  93 明31. 9 . 12 

清水源太郎 中 山� 92 明32. 9. 15 5 溝上 イ ノ 与川内� 93 明32. 4. 13 

溝内重雄 中 山� 92 明33 . 4 . 28 6 長田 勺7 キ 石原�  93 明32 . 6. 15 

伊丹重吉 中 角� 92 明33. 5 . 6 7 森 ヲクニ 坂本�  93 明32 . 8 . 7 

松下治郎 石原�  92 明33. 5 . 28 8 立棒フサノ 中 山� 92 明32 . 12. 3 

西 繁宗 中角�  91 明33. 10. 8 9 米国 トキノ 横瀬�  92 明32. 12. 30 

中 井次雄 沼江�  91 明33. 11.25 10 久保サ、ノ 中角�  92 明33. 3. 5 

-とき

・ところ

・催し

-持参晶

9月15日附 午前10時

勝浦中学校体育館

敬老の日の式典(午前)

芸 能 大 会 ( 午 後〉

案内ハガキ 座布団

、⑩e⑧⑩⑥⑥⑥⑥⑧⑩。
 
二
十
一
世
紀
を
目
前

に
し
、
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
の
到
来
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
本

町
で
は
多
年
に
わ
た
り

社
会
の
進
展
に
寄
与
し

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を

敬
愛
し
、
ご
長
寿
を
お

祝
い
す
る
た
め
、
本
年

も
九
月
十
五
日 

(敬
老

の
日
)
に
勝
浦
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
敬

老
町
民
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
つ
ど
い
に
出
席

さ
れ
る
七
十
歳
以
上
の

方
は
、
一
千
六
十
二
人

で
す
。(
八
月
末
現
在
)

観
覧
い
た
だ
き
、
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ

さ
い
。

な
お
、
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の
手

作
り
に
よ
る
お
弁
当
が
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

八
十
歳
以
上
の
方
に

敬
老
年
金

お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝
い
、
町
民

の
敬
老
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
高
齢

者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め

に
、
町
で
は
今
年
も
八
十
歳
以
上
の

方
に
敬
老
年
金
を
お
贈
り
し
ま
す

0

6 

MUS04
テキストボックス
第23回　敬老町民のつどい

MUS04
テキストボックス
八十歳以上の方に敬老年金

MUS04
テキストボックス
ふれあいの心で参加　老人クラブ「社会奉仕」の日　9月20日（日）

MUS04
テキストボックス
ご長寿おめでとうございます　勝浦町長寿者１０傑
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準
決
勝
戦

決

勝

戦

タ

イ

ガ

第
一
回
戦

第19回� 勝浦タイガース~
東京港区ズボーツ少年団交流会

l

6
1
0
富
岡
ス
ワ
ロ

桑
野
シ
ル
バ
ー

ス
l

第
二
回
戦
叩
|

1

宝
田
ダ
ッ
ク
ス

第
三
回
戦
叩
|

3

中
野
島
ス
ポ
ー
ツズ

4
1
1
楠
タ
イ
ガ 
l
ス

比
奈
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、
五
試
合

を
連
破
し
て
、
見
事
今
季
二
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

O

N

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

素
晴
し
い

夏
の
思
い
出
を
μ

の
中
、
第
十
七
回
県
下
選
抜
桑
野
大

四
日
間
、
雨
中
や
炎
天
下
と
悪
条
件

八
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

-
1
1
t
i
l
t
-
-

生
比
奈
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

第
げ
回
県
下
選
抜
少
年
野
球
宝
田
大
会
優

と
額
に
汗
す
る
生

に の 四 公 区ら人後催セ ・・

見 再 日 園 二 のれひ、さンー 参平
送会目球日各たと勝れ夕日 加成
らをは場目家�  Jり浦、|目 者� 4
れ約都に、庭てドタ各では 年の』
東し内お 三 で銘記イ選盛、保選�  8
京、観い日ホ円念ガ手大港護手 月
を大光て目�  l選メ�  l自 な 区 者�  1414 
後 勢 し 親 は ム 手 ダ ス 己 歓 ス 等名�  1

勝 にの、善、スはル選紹迎ポ�  31 '-f¥.17 
l名 冨 日し方来試ふテ、が手介式

た々年合頭イ港送ーのがツ ー
A生比奈少年野球クラブのメンバー

ん 祭 �  l まオま民 ごうたり士え 上トにの過オ|
の日オなでレた福ご利にサ入に、今げで増わぎ�  lピ平
ではレおおンは祉利用 な �  lれよ九固まきえか、プス成
ご業ン、問 ジ デ課用 をりピるる月、すたでげ利ンセ四
了務 ジ デい荘イ(希お ま ス た リ サ 従 。こおを用しン年
承を荘イ合 ( サ� m望 待 し の め ハ 乏 来 とりも者、タ七
く致はサわ�  TEL I 2の ち た 提 宙の を 、 ち 旬 �  l月
だし、|せ�  2 ピ|方し 。供二子荏サ 厚順まのはォ ー
さて土ビ く |ス 2 はで皆が ノの� l く調し登やレ日
いお曜スだ�  3 セ� 5 、b'様で層訓理ピ�  b'にて録 二ン に
。り日セさ�  7 ン� 1役り多き充練学ス 礼ス、もか ジ デ
ま曜ンい�  O タ� l場ま数る実を療に 申タ着皆月荘イ
せ祝タ 。o I'-../住すのよし取法加 し� l実 様 が が サ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

ご

案

内

戦後強制抑留者の皆様ヘ 平和祈念事業特別基金
戦後、旧ソ連邦またはモンゴル国の地域に強制抑留された方

またはそのご遺族に、内閣総理大臣名の害状・銀杯を贈呈して

います。このうち年金恩給などを受給されていない方には、併

せて慰労金として10万円の国債が支給されます。

請求期限平成5年3月31日まで

恩給欠 格 者 の 皆様ヘ
軍歴期聞が短いため年金恩給を受けられない、いわゆる思給

欠格者の方で、外地等の勤務経験があり、加算年を含めた在職

年が3年以上の方に内閣総理大臣名の害状を贈呈します。このう

ち70歳以上の方には高齢者のJI/買に銀杯等を併せて贈呈しでいます。

引揚者の皆様 f¥ 

先の大戦の終戦に伴い本邦以外の地域からヲ|き揚げてこられ

た方で、「引揚者等に対する特別交付金の支給に関する法律」に

事

業

案

内

当
基
金
で
は
、
戦
争

請
求
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

犠
牲
に
よ
る
ご
労
苦
に

つ
い
て
、
国
民
の
理
解

〒 
1
1
2

を
深
め
慰
藷
の
念
を
示

東
京
都
文
京
区
大
塚

す
た
め
、
次
の
事
業
を

平
和
祈
念
事
業
持
別
基
金

行

っ
て
い
ま
す
の
で
、

宮 

0
3
(3
9
4
5
)
4
7
0
3

要
件
に
該
当
さ
れ
る
方

請
求
書
類
は
、
町
役
場
住
民
福
祉

は
早
め
に
請
求
し
て
く

課
に
も
あ
り
ま
す
。


だ
さ
い
。


よる特別交付金を受給された方に、内閣総理大臣名の害状を贈

呈しでいます。(歯舞、色丹、国後、択捉の各島からの引揚者を

含みます)� 

5
1
3
l
u

7 

MUS04
テキストボックス
第17回県下選抜少年野球宝田大会　優勝

MUS04
テキストボックス
恩給欠落者の皆様へ引場者の皆様へ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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l

か
カ 

ブ
が
あ
り
ま
す
が
、

~ 

そ

の
 

④ 


地

点


田

雅

雄

秋の交通安全運動
始まる� 

9月21日-9月30日まで

故
多
発
横

瀬
駐
在
所

秋
の
全
国

び
運
転
免
許
保
有
者
数
の
増
加

交
通
安
全
運

に
伴
い
、
車
両
相
互
の
衝
突
に

動
が
九
月
二

よ
る
事
故
の
増
加

・
高
齢
者
社

十
一
日
か
ら

会
の
進
展
に
よ
る
高
齢
者
の
事

九
月
三
十
日

故
、
若
者
の
無
謀
運
転
に
よ
る

ま
で
の
十
日

事
故
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

間
実
施
さ
れ

主
な
交
通
安
全
実
施
事
項 

ま
す
。

-
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

近
年
、
自

-
シ 

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

動
車
台
数
及 

・
違
法
駐
車
の
締
め
だ
し

l

士口

ー
ド
が
出
て
い
る
た
め
、
ゆ
る
い
カ

ー
ブ
で
も
曲
り
き
れ
ず
に
人
家
に
衝

突
し
た
が
、
運
よ
く
助
か

っ
た
と
い

う
実
例
も
あ
り
ま
す
。

二
つ
め
は
、
飲
酒
運
転
で
す
。
飲

酒
運
転
に
つ
い
て
は
、
こ
の
広
報
で

も
何
度
も
指
摘
し
ま
し
た
が
、
暴
走

と
と
も
に
重
大
事
故
の
発
生
原
因
の

ト
ッ
プ
で
す
。
私
が
昨
年
の
二
月
に

着
任
後
、
棚
野
、
久
園
地
区
で
献
酒

が
原
因
の
交
通
事
故
を
三
件
扱
い
ま

し
た
。
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

『飲
ん
だ
ら

l
ル

乗
ら
な
い
』
と
い
う
当
然
の
ル

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
後
は
、
見
通
し
の
き
か
な
い
交

差
点
で
の
徐
行
、
一
時
停
止
を
怠
っ

た
こ
と
に
よ
る
出
合
頭
の
衝
突
事
故

で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
交
通

事
故
多
発
地
点
・
そ
の
①
で
指
摘
し

た
と
お
り
で
す
が
、
他
の
車
に
対
す

る
思
い
や
り
が
欠
け
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
が
出
て
い

こ
う
と
す
る
道
路
に
も
車
が
通

っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
お
互
い
に
自
分

の
方
が
先
に
行
こ
う
と
す
れ
ば
事
故

が
起
き
る
の
は
当
然
で
す
。
特
に
見

今
回
は
、
棚
野
、
久
園

地
区
の
県
道
に
お
け
る
交

通
事
故
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
し
ま
す
。

こ
の
地
域
の
県
道
は
、

距
離
に
す
れ
ば
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
昨
年
二
月

の
死
亡
事
故
を
は
じ
め
と

し
て
、
数
多
く
の
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
大
き
く

分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
め
は
、
速
度
の
超

過
、

つ
ま
り
暴
走
運
転
で

す
。
こ
の
区
間
は
何
箇
所

ほ
と
ん
ど
見
通
し
が
き
く

直
線
道
路
で
す
。
そ
の
た

め
、
最
高
制
限
時
速
は
四

0
キ
ロ
で
す
が
、
ほ
と
ん

ど
の
車
は
五

0
1
六
0
キ

ロ
以
上
で
走
行
し
て
い
ま

す
。
幸
い
に
も
子
供
た
ち

の
飛
出
し
に
よ
る
事
故
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

非
常
に
危
険
で
す
。
ス
ピ

通
し
の
き
か
な
い
交
差
点
で
、
優
先

道
路
へ
出
ょ
う
と
す
る
車
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
は
、
必
ず
一
時
停
止
し
て

左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
の
こ
と
を
守

っ
て
く
だ
さ
れ

ば
、
棚
野
、
久
園
地
区
の
交
通
事
故

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

ー
よ
り
親
し
ま
れ
る
警
察
を
目
指
し
;

「
外
勤
課
」
か
ら
「
地
域
課
」
ヘ

警
察
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
よ

せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
ま
す
ま
す
地

-
!
内
川
〉

優
先
道
路

り

一
層
親
し
ま
れ
期
待
さ
れ
る
た
め
、

九
月
一
日
か
ら
警
察
署
の
外
勤
課
の

名
称
を

『地
域
課
』
に
改
め
る
こ
と

に
し
て
、
外
勤
警
察
官
を

『地
域
警

食
生
比
奈
駐
在
所
の
受
持
ち
区
域

察
官
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
九
)

な
お
、
地
域
課
と
名
称
が
変
わ

っ

て
も
、
駐
在
所
の
名
前
は
変
わ
り
ま

O

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
た
い
と
思

〈
)
・i
t

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

横
瀬
駐
在
所
の
受
持
ち
区
域

四
九
)

-R



O

(

二
|
三

沼
江
、
中
角
、
星
谷
、
生
名
地
区

T
E
L

の
全
域 

※お気軽にご相談ください。

交通事故

相談日

日時�  

9月25日倒

午前� 9時~午後� 4時

場 所

小松島中央会館

相談員

新井淳

女
坂
本
駐
在
所
の
受
持
ち
区
域

O

(

二
|
二

棚
野
(
立
川
を
含
む
)
、
久
園
地
区

T
E
L

の
全
域
(
横
瀬
地
区
は
坂
本
駐
在
所

の
受
持
ち
に
な
り
ま
す
)

(T

二
|
四 

三
渓
(
横
瀬
を
含
む
)
、
坂
本
地
区

E
L

の
全
域

一
八
)

8 

MUS04
テキストボックス
駐在所から

MUS04
テキストボックス
交通事故多発地点　その④　横瀬駐在所　吉田雅雄

MUS04
テキストボックス
秋の交通安全運動が始まる　9月21日～9月30日まで



毎週木曜日、ロング開館日の実施について

今まで改善センターに寄ってみようと思っても、時 料理講習、その他農産加工などに便利な実習室、会議室

間の関係で目的が実現できなかった方々の為に、 9月 (朝日室〉、農事研究室、相談室、保健室などがあって多勢

から毎週木曜日をロング開館日として閉館を午後 8時 の方々にご利用いただいておりますが、この場合育料

迄延長する事にいたしました。 と、使用料が免除される場合があります。詳しい事は

健康増進室 火曜日 (休館日 )以外は係の者がおりますのでお尋ね

ください。(電話番号 2-3300番) 

で疲れた足、

腰に心地良い

マッサージを

楽しんだり、

電動ランナー

で足を鍛える

など、その他いろいろの器具を使って体力の増進を図

りませんか。北側の窓を開きますと天狗岳の縁を静か

にうつした坂本川があって、時折飛来する白鷺の簡を

漁る姿なども見られて、静かでとても落着くところで

す。お気軽にお立寄りください。

健康増進室の使用は無料です。尚改善センターには 

4

司
健
康
治
進
室

でスライブ777

400人余り収容出来る多目的ホール、製粉、 ク、、ソ真空パ
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星谷委育班結成10周年事業を終えて

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
ろ
う
を
基

本
理
念
と
し
地
元
区
民
、
関
係
者
が

力
を
合
わ
せ
星
谷
愛
育
班
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。当
初
は
、
成
人
病
検
診
、

予
防
接
種
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た
り
、

な

っ
て
い
た
時
で
し
た
。
と
に
か
く

え
た
よ
う
な
暗
く
沈
ん
だ
ム 

ド
に

l

け
、
町
内
の
明
り
が

一
瞬
に
し
て
消

波
で
特
産
の
み
か
ん
が
大
被
害
を
受

振
り
返
る
と
、
当
時
は
二
月
の
寒

と
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
誌
「
よ

び
か
け
て
、
さ
そ
い
合

っ
て
十
年
」

を
発
刊
す
る
と
共
に
、
去
る
八
月
二

十
一
日
星
谷
集
会
所
に
お
い
て
、
桜

木
町
長
、
県
保
健
予
防
課
三
好
課
長
、

小
松
島
保
健
所
植
田
課
長
、
地
元
川

口
町
議
会
議
員
、
ま
た
町
内
で
結
成

さ
れ
て
い
る
十
二
地
区
の
各
愛
育
班

長
な
ど
、
町
内
外
か
ら
多
数
の
来
賓

の
方
々
を
お
迎
え
し
、
地
元
区
民
の

多
勢
の
出
席
の
も
と
、
盛
大
に
式
典

で
町
内
で
三
番
目
に
結
成
さ
れ
十
周

谷
愛
育
班
が
、
坂
本
、 

山
に
次
い

A
7

..あいさつする県保健予防課長 

..r愛育のこころ Jを出席者会員でさん唱/

班
員
が
受
持
ち
家
庭
を
訪
問
し
、
出

さ
れ
た
健
康
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
い
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と

か
ら
は
じ
め
ま
し
た
が
、
年
数
が
経
過

す
る
に
つ
れ
住
民
の
中
に
活
動
が
理

解
さ
れ
浸
透
し
、
総
合
健
診
な
ど
積
極

的
に
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
成
果
は
、
行

政
の
中
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
昨
年
度

の
町
の
健
康
守
つ
く
り
大
会
に
お
い
て

町
長
表
彰
受
賞
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
事
業
の
一
環
し
て
特

別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
幼
児
期

お
よ
び
思
春
期
の
対
応
の
あ
り
方
」

と
題
し
、
阿
南
保
健
所
森
準
先
生

か
ら
子
育
て
の
中
で
は
、
母
親
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
現
在
の
受
験
戦

争
の
中
で
は
仲
間
の
愛
が
育
ち
に
く

い
、
異
性
の
愛
で
は
恋
愛
で
き
な
い
人

が
増
加
し
て
い
る
な
ど
多
く
の
問
題

点
が
提
示
さ
れ
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

が
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

今
後
共
区
民
の
健
康
づ
く
り
に
ご

活
躍
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
五
月
二
十
七
日
星
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市

lj
 

或

る

ー

固
冒
自
国

b
d
m
ψ

μ

毎

月

末

日

毎
週
月
曜
日

グみ
ん
な
そ
ろ
っ
て

図
書
館
見
学

ー
坂
本
小
一
・
一
一
年
生
�
 
|

七
月
十
七
日
、
坂
本
小
学
校
、
一

年
生
と
二
年
生
二
十
二
名
が
担
任
の

先
生
と
い
っ
し
ょ
に
図
書
館
見
学
に

訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
感
想
文
を

全
員
が
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
代
表

し
て
紹
介
し
ま
す
。

と
し
よ
か
ん
へ
い
っ
て

坂
本
小
学
校
一
年


う
え
さ
き
た
か
ひ
ろ


き
ょ
う
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
の
っ
て


と
し
よ
か
ん
に
い
き
ま
し
た
。

図
書
館
か
ら

P

そ
れ
で
、
む
か
し
の
も
の
を
み
て


み
る
と
め
ず
ら
し
い
っ
ち
の
こ
が
い


ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
お
か
ね
も
あ
 

nノ
幸
  

か~。

あ
り
が
と
う
。

A
F
1
U

図
書
か
ん
の
み
な
さ
ん
ヘ

坂
本
小
学
校
二
年

く

ぼ

ひ

ろ

ゆ

き

お
も
し
ろ
い
ビ
デ
オ
を
見
せ
で
く

れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
わ
ら
い
が
と

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
お
も

し
ろ
い
ビ
デ
オ
を
見
せ
て
く
れ
た
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。

が
休
館
日
で
す

生
と
年
上
の
人
妻
、
二
人
の
ス
ト

イ
ッ
ク
な
愛
の
半
生
は
、
不
思
議

な
純
粋
さ
で
私
の
胸
を
打
っ
た
。

爽
竹
桃
が
直
島
に
も
咲
き
、
終
戦

が
そ
こ
ま
で
来
て
い
た
頃
で
あ
る
。

書
屈
の
一
隅
で
「
天
の
夕
顔
」

の
文
庫
本
を
発
見
し
頁
を
繰
っ
た

の
は
、
還
暦
を
迎
え
た
早
春
の
日

で
あ
っ
た
。
王
朝
の
歌
人
和
泉
式

部
の
和
歌
で
始
ま
る
文
章
は
記
憶

の
中
の
ま
ま
で
あ
り
、
奥
付
け
の

数
字
六
十
刷
は
、
こ
の
作
品
の
持

つ
生
命
力
の
証
し
と
い
え
よ
う
か
。

四
十
余
年
の
歳
月
の
隔
て
は
瞬
時

に
消
え
て
、
直
島
の
自
然
と
白
川

さ
ん
の
面
影
が
幻
し
す
る
の
で
あ

っ
た
。
当
時
五
十
才
前
後
に
思
え

た
白
川
さ
ん
で
あ
る
。
ご
存
命
で

は
あ
る
ま
い
。
一
冊
の
本
に
ま
つ

わ
る
遠
い
戦
争
の
日
の
思
い
出
で

や
め
ス
制
。

図
書
か
ん
に
、
こ
ん
な
お
も
し
ろ

い
も
の
め
ず
ら
し
い
も
の
を
い
っ
ぱ

い
お
い
で
あ
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
す
ば

ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
ん
ど
ま
た
、
楽
し
い
も
の
を
か

り
に
き
ま
す
。
�
 

受
付
で
行
い
ま
す
。
直
接
、
受
付
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
あ
る

場
合
、
利
用
者
が
わ
か
ら
な
い
の

で
取
り
次
、
ぎ
が
で
き
ま
せ
ん
。

九
月
の
図
書
館
行
事
と
休
館
目

安
高
山
智
津
子
講
演
会

6
日
目

福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

午
後

2
時

1
3
時
初
分

*
日
曜
こ
ど
も
映
画
会

日
日

・
が
ん
ば
れ
ド
ナ
ル
ド

女
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
目

日
日
・
お
目

安

休

館

日

7
日

-H
日
・
幻
日
�
 
日
・
初
日

高
山
智
津
子
講
演
会
案
内

高
山
先
生
は
、
大
阪
ご
出
身
で
あ

り
、
長
い
年
月
小
学
校
教
師
と
し
て

教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
新
日
本
婦
人
の
会
兵
庫
県
本
部

「
子
育
て
相
談
室
」
室
長
。
著
書
に
、

「
女
教
師
愛
ひ
と
す
じ
に
」
「
子
ど
も

の
内
に
潜
む
も
の
」
な
ど
を
書
か
れ

て
い
ま
す
。
先
生
は
、
幼
児
教
育
に

関
心
が
深
く
子
供
に
集
中
力
を
つ
け

さ
せ
る
た
め
に
、
読
み
聞
か
せ
の
効

果
を
全
国
で
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
勝
浦
町
に
お
招
き
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
機
会
を
の
が
さ

な
い
よ
う
是
非
、
ご
聴
講
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

-m

冊

晴
一
郎

昭
和
十
九
年
の
晩
秋
か
ら
翌
年

に
か
け
て
、
私
は
瀬
戸
内
海
の
直

島
に
あ
っ
て
学
徒
勤
労
動
員
令
に

基
づ
く
工
場
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

長
い
戦
争
の
時
代
で
あ
る
。
岩
波

文
庫
が
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
な
稀
少
価

値
を
も
ち
、
と
も
に
直
島
に
い
た

敏
鎌
さ
ん
(
元
横
小
校
長
)
が
兄

さ
ん
の
蔵
書
を
持
ち
出
し
活
字
の

飢
え
を
満
た
し
て
く
れ
た
り
も
し

た
。
そ
う
し
た
或
る
日
「
学
生
さ

ん
、
こ
れ
読
み
ま
し
た
か
」
と
い

う
工
員
の
白
川
さ
ん
に
借
用
し
た

一
冊
、
そ
れ
が
中
河
与
一
「
天
の

夕
顔
」
と
の
避
遁
で
あ
っ
た
。
天

体
物
理
を
専
攻
す
る
京
都
の
大
学

お
ね
が
い
し
ま
す
�
 

H

大
図
書
の
巻
末
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ

て
あ
る
返
却
日
を
書
い
た
ピ
ン
ク
の

紙
は
、
ぬ
き
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
お

返
し
く
だ
さ
い
。

女
返
却
日
を
過
、
ぎ
て
も
返
却
さ
れ
な

い
本
・ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

返
却
日
ま
で
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

大
絵
本
に
は
ら
く
が
き
を
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

食
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
か
な
ら
ず
巻

き
も
ど
し
て
お
返
し
く
だ
さ
い
。

大
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
�
 

は
、
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
へ
入
れ
な
い
で
受
付
へ
お

返
し
く
だ
さ
い
。

大
県
立
図
書
の
返
却
の
取
り
次
ぎ
は
、

C
D
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A 合同写真展� 

ω 
前)~ 

，
ま
ん
が
教
室

A

A 昆虫標本教室� 

後
期
図
書
館
祭
り

行
事
予
定

図
書
館
祭
り 

(前
期
)
は
、
皆

様
の
御
協
力
に
よ
り
盛
大
に
幕
を

と
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

と
り
わ
け
猛
暑
の
中
、
熱
心
に

御
指
導
く
だ
さ

っ
た
講
師
の
先
生

方
に
心
よ
り
感
謝
・申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
で
、
来
た
る
九
月
六
日 

(
日

曜
日
)
高
山
智
津
子
先
生
を
お
迎

え
し
て
の
幼
児
教
育
に
関
す
る
講

演
を
皮
切
り
に
、
寺
宝
展

・
美
術

展

・
陶
芸
展

・
書
道
展

・
盆
栽
展

藤
細
工

・
紙
粘
土

・
ち
ぎ
り
絵

・

生
花
展

・
お
茶
席

・
俳
句

・
短
歌

川
柳
・

小
中
学
校
生
徒
書
道
作
品

展
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す。 
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幻
世
紀
に


部
落
差
別
を


残
さ
な
い
た
め
に


徳
島
県
の
被
差
別
部
落
史

そ
の 

4

住
む
と
こ
ろ
も
決
め
ら
れ
て
、


危
険
で
暮
ら
し
に
く
い
場
所
に
、
大
名
か
ら
住
み
つ

く
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
き
た
差
別
さ
れ
た
人
び
と
は
、

ど
れ
ほ
ど
働
い
て
も
く
ら
し
を
よ
く
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

徳
島
県
の
各
地
に
あ
る
差
別
さ

れ
て
き
た
人
び
と
が
住
ん
で
い
る

集
落
は
、
そ
の
多
く
が
川
の
流
れ

が
大
き
く
カ
ー
ブ
し
て
、
台
風
の

と
き
に
大
水
が
人
家
や
田
畑
を
押

し
流
す
よ
う
な
、
た
い
へ
ん
危
険

な
と
こ
ろ
や
、
急
斜
面
で
車
で
荷

物
を
運
ぶ
こ
と
も
困
難
な
山
腹
な

ど
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
危
険
で
く
ら
し
に

く
い
場
所
に
、
大
名
か
ら
住
む
こ

と
を
強
制
さ
れ
て
き
た
差
別
さ
れ

た
人
び
と
は
、
ど
れ
ほ
ど
働
い
て

も
く
ら
し
を
よ
く
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
寺
の
過
去
帳
を
し
ら
べ
て
み

ま
す
と
、
大
き
い
台
風
や
き
き
ん

が
お
こ

っ
た
年
に
は
、
差
別
さ
れ

て
い
た
人
た
ち
は
パ
な
に
も
・
な
か

っ
た
年
の
何
倍
も
死
亡
し
て
い
ま

せか差までさ 状もいいわは地がでのか年別人ら っ し大人にり人の保す
で 生 別 ぎ もれ農態農まをさ差を分しでもとさ口べまたで塩び大まが年八
くプさま収て業に業せひれ別与家 た 、 分 と れ は で た 年 、 平 と き し 死に年と
れなれな入いでさでんろでさえす 。戸 家 も で 増 み 、 で 武 八 を き た 亡は (く
まかる仕 を つ は れは でげ いれ てる本数すにいえま村し器郎政ん 。 し前 ーに
せな身事得たくてくしるたたいと家もる増たです々たをがうがそて後 八 ひ
んか分をよ人らしらた守土人まきで増こえ人いとの 。取江たおのい の三 ど
。よだ探うびせましか」地びす、はえとてたな、古 つ 戸めこ年る年七か
そいとしととな っ てら と の と 。少 二 る が い ち い 農 い て幕、りはこの )つ
の仕いましはいたい、を外が徳し男い多まのの民帳 立府大、全と八でた
た事うして、よのけど許に、島ずやっかす人にた面 ちに阪貧困が倍 す の
め を 理 た 、少 うでなのし住住藩 つ 三 ぽ つ。 口、ちを 上たでし各わも 。は
、さ由がさしにすい家てままで土男うたしは差のし がいはい地かのこ天

は
き
も
の
づ
く
り
や
下
駄
直
し
、

農
業
の
日
雇
い
仕
事
な
ど
に
従
事

す
る
人
が
多
か

っ
た
の
で
す
。

前
に
も
書

い
て
い
る
よ
う
に
、

も
と
も
と
差
別
さ
れ
た
人
び
と
の

多
く
は
農
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
に
大
名
か
ら
の
き
び
し
い

差
別
に
よ

っ
て
、
農
業
で
は
く
ら

せ
な
く
な

っ
た
の
で
、
や
む
を
得

ず
雑
業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
す
。

よ
く
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
差 

別
さ
れ
た
人
び
と
は
、
農
業
を
し

て
い
な
か

っ
た
と
か
、
領
主
に
年

貢
も
納
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う

の
は
ま
ち
が
い
で
、
い
つ
も
重
い

年
貢
を
納
め
る
の
に
苦
し
め
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は

正
し
い
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切

で
す
。 

(平
成
四
年
三
月
八
日
付
・
徳
島

新
聞
・
県
広
報
啓
発
記
事
か
ら
) 

7
月
同
和
問
題
啓
発
推
進
強
調
月
間

vm
同

和

か

る

た

取

り

大

会

伊

丹

志

織

さ

ん

(

勝

中

)

優

勝

H

同
和
問
題
啓
発
ポ
ス
タ
ー

大

島

尚

樹

君

主

小

)

優

秀

賞

例
年
七
月
は
、
徳
島
県
同
和
問
題

啓
発
推
進
強
調
月
間
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
七
月
二
十
三
日

に
、
同
対
セ
ン
タ
ー
で
、
同
和
か
る

た
取
り
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

勝
浦
郡
代
表
と
し
て
、
勝
浦
中
三

年
の
田
岡
勝
君
と
伊
丹
志
織
さ
ん
が

出
場
し
、
伊
丹
さ
ん
が
、
見
事
に
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
田
岡
君
は
、
そ
の
伊

丹
さ
ん
と
準
々
決
勝
で
近
戦
す
る
こ

と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
、

逆
の
ゾ 
l
ン
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
勝

中
同
士
で
の
決
勝
に
な

っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
勝
浦
中

と
し
て
も
、
昨
年
の
石
尾
由
希
さ
ん

に
続
き
、
二
年
連
続
し
て
、
優
勝
者
を

出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

か
る
た
取
り
と
い
ラ
競
技
そ
の
も

の
が
目
的
に
な

っ
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
「
堂
々
と
ふ
る
さ
と
の

名
が
い
え
る
子
に
」
と
か
「
結
婚
は
、

二
人
の
理
解
と
合
意
か
ら
」
と
い
っ
た

内
容
が
、
着
実
に
生
徒
達
の
意
識
の
中

に
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

ま
た
、
閉
じ
日
に
、
同
和
問
題
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
も
あ
り
、
こ
ち

ら
で
も
、
生
比
奈
小
学
校
二
年
の
、

大
島
尚
樹
君
の
作
品
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
部

で
も
、
昨
年
度
、
勝
浦
中
の
鈴
江
純

子
さ
ん 

(最
優
秀
賞
受
賞
)
に
続
い

て
の
連
続
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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-
短

歌

友
だ
ち
の
陰
口
聞
け
ば
我
も
持
つ

短
所
の
あ
り
て
相
槌
打
て
ず

一

』

横

瀬

田

中
、

久
子

孟
父
母
の
老
い
の
幸
せ
祈
り
た
り
鳩

二
年
一
群
れ
あ
そ
ぶ
浅
草
観
音

a
-
2
こ

¥

横

瀬

日

下

克

子

三宅� J
F
E

国
家
試
験
の
合
格
告
ぐ
る
娘
の
声

翻
る
白
き
光
は
一
斉
に
鳴
門
海
峡

朔
び
た
つ
か
も
め

坂

本

仙

才

清

戦
場
の
悲
惨
は
い
ま
だ
告
げ
ぬ
ま

ま
散
華
の
戦
友
の
墓
前
に
伏
す

横

瀬

谷

翠

山

沓
脱
、
ぎ
に
生
け
花
飾
る
人
知
れ
ず

薫
り
ほ
の
か
に
院
内
に
満
つ

横

瀬

錦

内

常

一

山
に
入
り
せ
ん
な
き
こ
と
は
考
え

ず
た
だ
ひ
た
す
ら
に
下
草
を
刈
る

横

瀬

広

瀬

清

よ
ご
れ
た
る
水
に
か
ぐ
ろ
き
苔
む

す
び
河
鹿
も
鳴
か
ぬ
川
岸
に
た
つ

横

瀬

比

留

間

一

後
よ
り
声
掛
け
く
れ
し
人
は
亡
く

蜂
の
と
ぶ
野
を
霊
枢
車
ゆ
く

横

瀬

広

安

美

枝

子

に
受
話
器
両
手
で
持
ち
で
う
な
ず

く

横

瀬

桜

木

千

代

子

均
薬
の
白
き
大
輪
五
月
雨
に
う
た

れ
て
垂
る
る
塀
の
片
隅

横

瀬

平

山

美

千

江

新
緑
の
し
た
た
る
中
を
歩
み
ゆ
く

車
に
乗
れ
ぬ
し
あ
わ
せ
も
あ
り

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

子
の
指
の
太
く
短
か
き
そ
の
先
に

並
び
し
爪
の
苦
労
性
ら
し

中

山

山

下

房

雄

わ
だ
か
ま
り
残
れ
る
ま
ま
に
浴
槽

の
沈
め
る
肌
に
湯
の
や
わ
ら
か
き

中

山

倉

越

ヒ

サ

職
退
き
て
野
良
に
も
馴
れ
草
を
抜

く
姉
さ
ん
被
り
に
若
さ
さ
え
見
ゆ

中

山

栗

城

絹

遣
さ
れ
し
接
木
包
丁
わ
が
研
げ
ば

光
り
て
う
つ
る
在
り
し
日
の
夫

立

川

堀

梅

子

咲
き
誇
る
花
に
も
負
け
ず
若
人
の

介
護
に
開
く
情
熱
の
花

喜
楽
苑
後
藤
田
泰
五

雨
の
朝
腕
を
伸
ば
せ
ば
吾
が
畠
プ

ラ
ン
タ

る

l
の
葱
ち
ょ
い
と
摘
み
取

棚

野

島

つ

と

む

薬
師
庵
高
く
準
ゆ
る
銀
杏
の
木
詣

で
る
人
は
樹
陰
で
憩
う

棚

野

谷

新

太

郎

庭
草
は
素
直
に
風
に
廓
き
い
て
我

が
確
執
は
空
し
か
り
け
り

棚

野

殿

川

早

苗

農
繁
期
終
え
な
ば
観
光
パ
ス
多
し

四
国
巡
拝
の
白
衣
姿
に

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

心
ま
で
開
け
し
思
い
白
百
合
よ
目

覚
め
し
朝
の
窓
下
に
咲
く

棚

野

広

松

ハ

ル

ノ

放
流
の
稚
鮎
群
れ
つ
つ
瀬
に
寄
り

て
陽
に
燈
き
つ
つ
深
み
へ
散
り
ゆ

く

棚

野

田

中

茂

子

早
朝
に
分
葱
に
精
出
す
人
達
に
詫

び
る
心
で
カ
ー
テ
ン
開
け
る

棚

野

幸

山

美

好

梅
雨
ど
き
に
集
ま
り
し
主
婦
粉
ね

か
せ
ピ
ザ
作
り
の
声
の
明
る
し

棚

野

山

田

広

子

朝
な
朝
な
抜
け
落
つ
髪
に
お
び
へ

つ
つ
抗
癌
注
射
は
な
ほ
も
打
ち
継

ぐ

沼

江

斎

藤

重

子

⑧
⑮
⑨
⑧
⑧
⑧


宛
先

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

T
E
L
O
四
五
八
三

九
月
五
日
〆
切
川
柳
一
人

一
句

十
月
五
日
〆
切
俳
句
一
人
二
句

※
作
品
の
添
削
は
い
た
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

11I1IH1 IIUIIIIIII I1I11Il IIl1刊lI llUl1l1l1 ll1.lII llt1 lltlllllllllIUIII.リ1111111，1111111，111111111“11111111“，111111111，1111111111111111111 “"““1111111111.1111111ι“1111111，111111111111111，111111111111111，11111111111111“111111“111111111111111111“111111111111111111111“1I11111.lllIlIIfllll，IIIIU1，111111;1111111.111111111111111111111111，1111111，111111111111111111111¥1，11111111111111111111111 

国
際
化
時
代
に
対
応
す
る

人
守
つ
く
り
を
目
指
し
、
社
会

総
合
大
学
の
一
環
と
し
て

「
英
会
話
教
室
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

講
師
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら

「
マ
ー
ク
さ
ん
」
が
八
月
に

来
町
し
、
郡
内
各
中
学
校
で

英
語
指
導
助
手
と
し
て
勤
務

す
る
一
方
、
夜
間
に
英
会
話

の
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま

す
。受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
に
よ
り
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

-
開
設
期
間

平
成
四
年
九
月
十
六
日
か

ら
一
年
間
(
週
一
回
)

-
開
設
日
及
び
開
設
時
間

毎
週
水
曜
日
�
 

切望竺 ザり/p妙

，、・

場

所

-
初
級
コ
ー
ス

午
後
七
時
十
五
分
か
ら
八

時
十
五
分
ま
で

-
中
級
コ
 

ス

午
後
八
時
三
十
分
か
ら
九

時
三
十
分
ま
で

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
募
集
人
員

・
初
級
コ
�
 ス

二
十
五
名

・
中
級
コ
�
 ス

二
十
五
名

各
コ
�
 
ス
と
も
定
員
に
達

し
次
第
締
切
り
ま
す
。
す
で

に
受
講
中
の
人
も
あ
ら
た
め

で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

-
対
象
者

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務


す
る
十
五
歳
以
上
の
方
で
、


年
聞
を
通
じ
て
受
講
で
き
る


人
(
小

・
中
・

高
校
生
は
受


講
で
き
ま
せ
ん
)


-

講

師


ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
マ
ー
ク


ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト


出

身

イ

ギ

リ

ス


-
申
し
込
み
先


九
月
十
日
ま
で
に


教
育
委
員
会
ま
で


告

二
�
 二
五
一
五
�
 

l
l l l

l

「英会話教室」の

受講生募集
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中
ま
し
ょ
�
 λノ。� 

V
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非
常

お
き
ま
し
ょ
う
。

V場
所
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し

用
品
は
、

一
か
所
に

ま
と
め

み
ん
な
で
確
認
�
 

-R
V

V
家
屋
、
塀
な
ど
を
補

1
U
レム� 
F
A
ノ。� 

こ
と
で
す
。

'vV
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も
の
が

台
風
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
に
は
、
わ
た
し
た
ち
自
身
の
日

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
で

ご
ろ
の
心
構
え
が
最
も
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

わ
た
し
た
ち
が
災
害
か
ら
生
命
、
財

産
を
守
る
た
め
に
気
を
つ
け
た
い
点

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
�
 

停
電
し
た
ら
真
っ
暗
や
み
|
|
こ

V V

-R



い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
:
:

は
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
り
ゃ
す
い
か

一

色

マ

一

《

一

圃

町

轟

駅

一

)

一

ヨ

ミ

一

』

己
�
 
二
一
三
日
蚕
珊
一
�
 

h
B
 

F
B
U

μ
Y

G
E
-
-
z
n
m

九
月
一
日
午
前
十
時
十
五
分
全
町
一
斉
に
防
災
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
。
�
 

(各
幼
保
小
中
高
の
学
校
、
勝
浦
病
院
等
で
避
難
訓
練
を
実
施
)

八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五
日
ま
な
防
災
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う

で
が
防
災
週
間
と
な
っ
て
お
り
、

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

九

月

一

日

に

は

全

国

で

避

難

訓

練

本

町
で
も
各
学
校
、
病
院
等
で
避

が

実

施

さ

れ

ま

す

。

難

訓

練

を

実

施

し

ま

す

が

、

地
域
、

災
害
の
未
然
防
止
又
は
被
害
の
職
場
、
家
庭
の
日
常
生
活
の
場
に

軽
減
を
図
る
た
め
に
は
、
み

ん

な

お

い

て

、
冷
静
に
行
動
で
き
る

が
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
よ
う
、
各
々
の
役
割
分
担
、
避

を
充
実
強
化
し
、
災
害
時
に
適
切
難
場
所
、
連
絡
方
法
、
消
火
栓

及
び
消
火
器
の
保
管
場
所
等
を
点

検

・
確
認
し
、
災
害
が
発
生
す
る

前
に
各
自
が
災
害
発
生
に
備
え
た

心
構
え
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

九
月
一
日
に
は
家
族
で
自
分
た
ち

の
く
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
の
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
話
し
あ
う

「
家
族
防
災
会
議
」
を
聞
き
、
自
主

的
な
防
災
態
勢
を
図
っ
て
く
だ
さ

、A
O

 

ミ
¥
¥
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
¥
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
�
 ¥b
q
¥
¥
h
h
h
h
h
h
h
hミ
h
h
h
h
h
¥
¥
h
h
h
h
h
¥ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
�
 

ミ¥¥¥¥¥ミミ¥¥¥¥¥込¥¥¥¥¥¥¥示、� 

ミ
ミ
品
、
¥
¥
¥
ミ
�
 

¥
h
h
h
h
h
h

¥¥¥¥¥¥hhhhhhhh

供
、
病
人
を
早
め
に
避
難
さ
せ
る

災
害
状
況
を
軽
く
み
な
い
こ
と
。

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
消
防
、

警
察
な
ど
の
防
災
機
関
の
広
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

何
よ
り
で
す
。
と
く
に
頭
に
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
ま
た
は
厚
手
の
帽
子

を
か
ぶ
り
、
靴
は
底
の
丈
夫
な
ズ

ッ
ク
靴
が
最
適
。
手
袋
も
用
意
し

ま
し
ょ
炉
フ
。

9月 2日

9月 4日

9月⑥日

9月 8日

9月10日

9月12日

9月14日

9月16日

9月18日

9月⑫日

9月22日

9月24日

9月26日

9月28日

勝浦病院  

赤岩 医院  

上勝診 療所  

勝 浦病院  

山 西 医院  

勝浦病院  

湯浅医院  

勝浦病院  

赤岩 医院  

勝浦病院  

上勝診療所  

勝浦病院  

山 西医院  

勝浦病院  

2-2555 

2-2006 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

9月30日 湯浅医院  2-2003 

を
調
べ
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
安
全
な
避
難
場
所
と
避
難
経

路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

れ
で
は
、
お
手
上
げ
の
状
態
で
す
。

懐
中
電
燈
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お
き

袋
に
入
れ
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
と
こ

ろ
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
袋
に
は
水
に
ぬ
れ
で
も
文
字

が
消
え
な
い
筆
記
用
具
な
ど
で
家
族

の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
血
液

型
、
避
難
予
定
地
な
ど
を
記
入
し
て

お
年
寄
り
、
子
供
、
病
人
な
ど
の

た
め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
安
全
な
避
難

台
風
が
近
づ
い
た
ら

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
台
風
情
報
を

よ
く
聞
い
て
対
策
を
た

て
ま
し
ょ
ト
フ
。

強
し
、
溝
や
下
水
の
流

れ
を
よ
く
し
て
お
き
ま

'v
避
難
す
る
と
き
は

ま
ず
、
お
年
寄
り
、
子
�
 

p
u
v
 

-R



夜間救急当番表  

h

平日 午後 6時から翌朝 9時まで、

休日 午後 7時から翌朝 9時まで
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MUS04
テキストボックス
台風シーズンに備えて日ごろの備えを万全に

MUS04
テキストボックス
防災訓練の実施



-人槽の区分による補助金額(別表)
生
活
環
境
の
改
善
と
水
質
浄
化

を
図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

(
補
助
金
に
つ
い
て
)

人
槽
の
区
分
ご
と
に
限
度
額
が

あ
り
ま
す
。
人
槽
の
区
分
に
よ
る

補
助
金
の
額
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

補
助
制
度
に
つ
い
て

人 槽 区 分 補助金額�  

5 人 槽� 309，000円� 

6~ ワ人槽 463，000円� 

8 ~ 10人槽�  824，000円� 

~11 20人槽�  1，854，000円� 

21~ 30人槽�  3，296，000円� 

31~ 50人 槽� 4，326，000円
:ぉ;

申j

し:

込j

み:

〈
合
併
浄
化
槽
の
は
た
ら
き

〉

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と

生
活
雑
排
水
(
台
所
や
風
呂
場
か

ら
の
排
水
)
を
処
理
し
、
き
れ
い

な
水
に
し
て
水
路
に
流
し
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
九
月
三
十
日
附
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
家
を
新

築
さ
れ
る
方
、
水
洗
便

所
に
改
善
を
予
定
さ
れ

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
お

申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
、
環
境
衛
生
課

(
宮
二
1

二
五
一
一
)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

..・........r......、ハハ� 

な
い
方
は
、
各
家
庭
で
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

・.. 円・・、.. ..... ハヘ円円ヘハハ� 

〈会[ß~(0~田\b\J~(0&~)


.......，...- 円八............，.
 ' .......八戸.... ......・・汽J 九円..............町、r・門川~.門，..... ...... “・ハハハ円円........ .. .. ....八 .... ........ ....ハ ヘハハAハ円山内ハハ "・ .-.八円円九 円円円ヘ円肉、 ・、......・....... .. ハヘ ，-.....
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3 
k い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
活
動
に
取


り
く
ん
で
い
る
勝
浦
生
活
学
校
・


マ
ド
ン
ナ
生
活
学
校
の
皆
様
に
よ


る
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お


り
行
い
ま
す
。
回
収
日
の
朝
九
時


ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず


氏
名
を
記
入
し
て
出
し
て
く
だ
さ


3

0

 
な
お
今
回
ア
ル
ミ
缶
を
出
さ
れ

ゴ
ミ
の
減
量
化

・
資
源
化
に
つ

に... t 

.... 


ア
ル

t 

ミ
缶
回
収
に
つ

い
て
企

〈� 

i 
え� 

〉� 

.' 

t 

〈� 

ζ 

r 
t 

t 
f 

に、
t 

♂ 

〈� 
f 

J 

.' 

i 
〈

T r 

し
て
い
る
買
い
上
げ
日
に
持
っ
て

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
あ

来
で
く
だ
さ
い
。

ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越

③
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り
、	

し
く
だ
さ
い
。

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見
、
お

知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

絡
く
だ
さ
い
。

(
二
|
二
五
一
一
)
に
お
い
て
、
受

④
補
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行
つ

け
付
け
て
い
ま
安
ゐ

不用犬の

買い上げ日

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

9月2日同� 

9月16日同

どお

アルミ缶回収場所

平成 �  4年� 9月� 21日(月)

地 区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本出張所

与 川 内 。 与川内出張所

横 瀬 勝浦郡農協勝浦支所

中 山 消防詰所横

棚 里子 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星 谷 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中央縫北詰ゲートボール場機フェンス� 

ρ7、 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家・鳥越ゴミフェンス横� 

犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た

り
、
か
み
つ
か
れ
た
り
し

て
被
害
を
受
け
て
い
る
人

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

に
飼
い
犬
が
人
に
か
み
つ

き
、
被
害
を
与
え
た
場
合

に
は
、
飼
い
主
の
責
任
と

な
り
ま
す
。
犬
に
よ
る
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
。

散
歩
も
つ
な
い
で
行
う
。

②

犬

を

捨

て

な

い

。

飼
い
犬
が
不
要
と
な
っ

た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

れ
飼
え
な
い
場
合
は
、

毎
月
広
報
で
お
知
ら
せ
�
 

C 

5 

企� 5 
ピ� 
r ... K 

4 
4 
i 
r 
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テキストボックス
お申込み

MUS04
テキストボックス
犬は正しく飼いましょう

MUS04
テキストボックス
アルミ缶回収について
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今月の健康行事 お問い合わせは，環境衛生課，保健婦へ。 航

日 曜日 内 分n'-<o 対 象 者 受 付 時 間 場 所 持参するもの他� 

3 木 健 康 キ目 三ロ3グ~ 一 自主 の 方� 9 : 30~ 11 :00 中山集会所 健康手帳�  

3 木 健 康 本目 言炎 般 。コ 方� 1 3:30~ 1 5:00 与川内公会堂 健康手帳

16 水� 
百日咳， ジフテリア，破傷風� 
三種混 合 予 防 接 種 �  

2-4歳未か満料月
1期期ーーー1 毎7首に� 3回按18楢か� 
2 ・・・月1，後悦に� 1 f1接2種~ 1 5 : 00~16:00 農村環境改善センター� 

母子手帳�  
I"P 銭表藍
問診�  

17 木 健 康 本目 言炎 自主 の 方� 9 :30~11:00 久国集会所 健康手帳�  

17 木 健 康 キ目 舌ログ水叉 自主 の 方� 13 : 30~ 1 5 : 00 星谷集会所 健康手帳�  

18 金� 1歳児健康診査�  
H 3，6，1 -9，30までに� 
生まれた子� 

1 3:30~14 : 30 勝浦病院 母子手帳

24 木 健 康 キ目 談 一 般 の 方� 9 : 30~11 :00 農村婦人の家 健康手 帳�  

24 木 健 康 中目 言炎 一 般 の 方� 1 3 : 30~ 1 5:00 石原集会所

勝浦病院

勝浦病院

健康手 帳�  

母子手帳

母子手帳

25 金 離乳食講習会�  
H 4，4， 1 -7，31までに� 
生まれた子� 

1 3 : 30~ 14:00 

25 金 乳児健康診査�  
H 4.4 .1 -7，31までに� 
生まれた子

14 : 30~ 1 5:00 

水
準
の
向
上
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
に
お
い
て
は
、

人
口
の
高
齢
化
、
社
会
生
活
環
境
の

急
激
な
変
化
等
に
伴
っ
て
、
高
血
圧
、

が
ん
、
心
臓
病
に
代
表
さ
れ
る
成
人

病
の
増
加
等
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
日

常
生
活
の
あ
り
方
と
深
く
関
連
し
て

お
り
、
健
康
の
保
持
、
増
進
を
図
る

た
め
に
は
健
康
ゃ
つ
く
り
の
三
要
素
で

あ
る
栄
養
、
運
動
、
休
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
生
活
習
慣
の

確
立
が
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
健

康
に
対
す
る
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
を

高
め
、
そ
の
健
康
ゃ
つ
く
り
の
実
践
を

ー
し
中
ま 

l
v

れ
る
よ
う
に
、
近
年
の
国
民
の
健
康

健
康
増
進
普
及
月
間


平
均
寿
命
の
著
し
い
伸
長
に
み
ら

M ，. 
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基本健康診査� 
日程表!

婦人がん検診
トム了寸ノ。
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期 間 平成� 4年9月1日附-11月30日(月)

基本健康診査
が受診できる
医療機関

赤岩医院

湯浅医院
山西医院

勝浦病院

(月~金の午後)

内� n壬hヨト， 

検尿，血圧測定，
心電図検査，血液
検査(コレステ
ロール ・中性脂
肪・肝機能・貧血
血糖)腎機能な
ど

検尿，血圧測定，
心電図検査，眼底
検査，血液検査
(コレステロー

ル・中性脂肪・肝
機能・貧血・血糖)
腎機能など

婦人がん検診

が受診できる

医療期関

山 西 医院

(子宮 ・乳腺)

勝浦病院

(乳腺)
※水・木・金のみ

できます。

料 金

基本健康診査・ H ・H ・..………無料
子宮がん検診・ 頚・・ 音日1，000円

頚部と� f本部� 1，700円
手L 腺....... 400円

村民税非課税世帯の方は無料で
す。受診の際お申し出ください。

勝
浦
町
で
は
、
増
加
す
る
成
人
病

対
策
の
一
環
と
し
て
四
月
か
ら
七
月

ま
で
の
問
、
愛
育
班
の
組
織
単
位
に

総
合
健
診
(
基
本
健
診
、
胃
、
結
核
、

肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
)
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
受
診
者
は、
対
象
(
満

四
十
歳
以
上
で
事
業
所
等
で
検
診
を

受
け
る
機
会
の
な
い
人
)
と
さ
れ
る

人
の
約
三
十
四
%
で
し
た
。

そ
こ
で
次
の
と
お
り
今
年
ま
だ
検

診
を
受
け
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、

医
療
機
関
で
の
検
診
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま

l
v
トムケつ
ノ。
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，伶~ガ~内情仇情快杭治相伊内決杭~~ぬ治情仇情杭杭~~

，、 「成長期の子どものための� I 
L 食生活のポイント� E 

健康な体づくりのためには、食事は

欠かせません。赤ちゃんの時から、成

人病予防を考えた食習慣を身につけて

おきたいものです。� 

-乳児期�  

1.子どもと親を結ぶ紳としての食事

①食事を通してのスキンシップを大切に

②母乳で育つ赤ちゃんに

③離乳の完了は、満 1歳 お母さんがいちば

ん余裕のある時間

帯の、授乳の前に
④いつでも活用、母子健康手帳� .-， 

食べさせます。� 

-幼児期

2.食習慣の基礎づくりとしての食事

①食事のリズム大切、規則的に

，F・ ②何でも食べられる元気な子

③うす昧と和風料理に慣れさせよう

④与えよう、牛乳乳製品を十分に

，、 ⑤一家そろって食べる食事の楽しさを

⑥心掛けよう、手づくりおやつの素晴らしさ

⑦保青所や幼稚園での食事にも関心を

③タト遊び、親子そろって習慣に� 

-学童期�  

3.食習慣の完成期としての食事� 

①1日3食規則的、バランスとれた良い食事
、. ②飲もう、食べよう、牛乳、乳製品

，、、
③十分に食べる習慣、野菜と果物

④食べすぎや偏食なしの習慣を

⑤おやつには、いろんな食品や量に気配りを

⑥加工食品、インスタント食品の正しい利用

⑦楽しもう、一家団らんおいしい食事

⑮考えよう、学校給食のねらいと内容

⑨つけさせよう、タ卜に出てからだを動かす習慣を� 

-思春 期�  

r歯を育て，歯を守る� I
食生活のポイント� I 

80歳で20本以上の歯を

保ち� (8020運動〉、一生涯、

自分の歯でおいしく食事

をするためにも、子ども

の時からかみごたえのあ

る食事で丈夫な歯と歯ぐ

き、あごを青て、守って

いくことが大切です。

歯を守るための食生活7つのポイン卜� 

①1日30食品でバランスのとれた食生活を

②歯ごたえのある食べ物や、食物繊維を含む

食品をしっかりとかんで食べて、歯並びと

かみ合わせを整え、あごの成長を促そう

③果物や野菜をよく食べよう

④甘いものを食べすぎたり、飲みすぎたりし

ない

⑤カルシウムを多く含む食品、牛乳などを毎

日とるようにする

⑥ゆっくりよくかむ、 1口30回が目安

⑦食事の後は必ず歯みがきや、口をすすぐ

'‘、 4.食習慣の自立期としての食事

①朝、昼、晩、いつもバランス良い食事

②進んでとろう、牛乳� 乳製品をa

③十分に食べて健康、野菜と果物
、、， 

④食べすぎ、偏食、ダイエットにはご用心

⑤偏らない、加工食品、インスタント食品に

⑥気をつけて、夜食の内容、病気のもと

⑦楽しく食べよう、みんなで食事

⑮気を配ろう、適度な運動、健康づくり� 

ふ………………………~
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本町に平成4年度「国民健康保険保健施設事業」

に対する国の助成内定(ミニヘルスパイオニアタウン事業)

この助成を健康づくりの為の各種事業に役立てていきます。

保健施設事業とは、疾病、負傷の発生等を未然に防止し、

あるいは早期に発見して重症化を防止する措置を講ずるため

の事業です。

このことは衛生医景、保健の向上に役立つことはもちろん、

保険税の増加を防ぎ、国保財政の健全性の維持に寄与するこ

とになります。 

G富額療養費と l⑨

国保で診療をうける場合、

私たちは医療費の30%を負担

するだけですみますが、最近

は医学の進歩に伴って高度の

医療按術が開発され、高額な

医療費を必要とする場合が少

なくありません。 

30%を負担するだけといっ

ても、その額はきわめて大き

いものになり 、個人的に負担

することが困難な場合があり

ます。

このような場合に対処する

ために、一定額以上の医療費

は国保が負担することになっ

ています。これが高額療養費

の制度です。高額療養費には、

一般の高額療養費のほか、家

計の負担の急壇を防ぐための

合算高額療養費や多数該当の

場合などがあります。 

1高額療養費 
1人の人が  1か月に， 一つの

医療機関に  60，000円(住民税非諜

税世帯の人は  33，600円)以上の医

療費を自己負担して支払った場合，

それを超えた額は，国保から払い

戻します。

2 世帯合算のケース

一つの世帯で  1か月に 30，000円 1か月一つの世帯 

この部分高額療養費

国保負担 ト一一一| 

210，000円 

210，000円 (国保負担)

総医療費 300，000円( 1か月 ) 

(住民税非課税世帯は  21，000円)

以上の医療費の支払いが  2回以上 35，000円 

ある場合は，合算して  60，000円を 

超えた額は，あとから払い戻しま

す。 

1 
60，000円

ト一一一一寸 
13，000円
この部分を

払い戻します 

3 多数該当の場合

一つの世帯で，高額療養費に該

当する医療費を過去12か月間に 3

回以上支払った場合は  4回目以

後から. 34，800円(f主民平兇非課平兇

世帯は  23，400円)を超えた額を全

部払い戻します。

日
月月

9
月

8
月 

3
年
7
月 

※~が高額療養賓として払い戻される 。

世帯単位
の負担額 

60，0∞円 

34，800円 

m 6
月

5
月

4
月

3
月

2
月

4
年 
1
月

ロ
月

医療費はみんなで出しあった貴重な保険税で賄われていま

ムダな医療費も皆さまが負担 す。ムダな受診の防止にご協力をお願いします。

正しい診療を受けるよう心がけましょう。 
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高額療養費世帯合算のケース



ロ
月
中
旬
)
勺

ロ
月
下
旬
忘
年
会

r-:血.e:!¥
¥名手乙J

動
の
一
環
と
し
て
、

町
内
県
道
沿
い

の
空
缶
拾
い
を
行
う
計
画
を
し
て
い

ま
す
。『私

の
一
本
だ
け
な
ら
か
ま
わ
な

い
』
と
町
内
の
道
路
沿
い
で
も
、
多

く
の
空
缶
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を

目
に
し
ま
す
。
最
近
、
空
缶
三
個
で

記
念
コ
イ
ン
が
も
ら
え
る
空
缶
回
収

機
が
徳
島
市
内
に
も
登
場
し
た
よ
う

に
、
全
国
的
に
環
境
美
化
の
気
運
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

行
事
を
た
く
さ
ん
計
画
し
て
い
ま
す
。

9
月 
6
日
全
国
青
年
大
会
県
予
選

9
月
8
日
1
口
日
青
年
海
外
派
遣
(
カ
ナ
ダ 
)

9
月
お
日
町
内
空
缶
捨
い

日
月
刊
日
1
日
日
研
修
旅
行 
(道
後
温
泉
)

叩
月
中
旬
四
国
の
道
草
刈
り

日
月 
3
日
町
民
体
育
大
会
参
加

4一号 

/年
/
久

タ
リ
'
ン
作
織
ー
町
内
の
空
缶
拾
い 

青
年
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

l 

A
7

gg

ま十 年下�  3 3 2 1 1 少~. 非 でいまら うに
す六新会げ今 月月月月月�  '0 7こ� : ご書集うす¥九と ー そ
。名し 。て年中上下下�  2 ・コ江� ; 参年合方の県月と役こ
のい 、も旬旬旬旬目 、 ワ� : 加 会 し は で 道 二 に 買 で
会メ 更盛 、 し� : くので、--，沿十な云青
員ン にり桜ヒ青ボ成 だクく午私い 三 り う 年
一 パ パ沢の ζ 年 l入 品 : 

ト� : 
さリだ前もの日まと令

同� l ワ 山 植� Zスソ式�  L、� : い� lさ九協空伏)し 、で
おの�  iJ) 樹� zキ〈�  : 。ン い時力缶、た空も

年
度
も
青
年
会
で
は
、
楽
し
い

パ
ー
テ
ィ
ー

本
何気�  

Eミ

おつ

11
待 参 ア f丁 辛 l ク 作
戦
に

。に し 拾 朝 。缶
ち加 ツ事 ろ 研 大 �  役 た い の 拾環: 
しを プを り修会�  
て 、 の引 参� 

場いを十 ぃ境: 
: 

・
参
加

、 前」行時 を美
い五青き加 是まといか行化

会 ・・
ま 詳 定参
で 細 加

第
二
回
キ
ャ
ン
プ
指
導
者

養
成
講
習
会

参
加
者
募
集

盆fl[!)司脅窃~国

9 月� 6 日(日)

本年最後の一斉清掃日とな

っております。

ごに 員 費 者
連 つ
絡ぃ三有十活アリ
くて十料八動ウエ
だ は 人 歳)ト|
さ、 以に ・ シ
い町 上関ドヨ
。教 の 心 ア ン
育 か が ( 協
委 たあ 野会 一戸に一人は必らず参加し
員 る外

て、区長さん・保健部長さんの

まので 指示に従い、各地区の実情に応
練習に参加しませんかノ
す苗い来

。木る春
の方植
申は林
込、及
み杉び
を ・補
受桧植
け・を
付 ク 予
けヌ定
てギさ
い等れ

植
林
地
が
台
帳

・
現
況
と
も
山
林

の
場
合
、
ま
た
は
、
農
地
転
用
許
可

証
の
あ
る
場
合
は
、
造
林
補
助
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
森
林
組
合
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

前
本
申
込
受
付

ー
勝
浦
町
森
林
組
合 

じた取りくみをして、みんなで

勝浦町グランドゴルフ協会
住みよい町づくりをしましょう。

「ヤ ッタ-，1一発逆転ホールインワン」

これだからグランドゴルフはやめられな

場所容A 時~ (\~

東四国国体のデモスポ行事として開催

されるグランドゴルフは，町内にもチー 持品 99 ⑨
、ムができ，年々盛んに行われています。

気軽 日福 .月月
で祉行 184 IJ)
貴方の地区でもチームを作り，国体出

に もセ 政 日信日制 配場目指し頑張ってみませんか。
お付受ン ・凶四
問タ厚
いし� l生� . . 

つぎのとおり高東習していますので， お ー‘
‘固

l

と合て 2 ・ 99zr階福 月月相

気軽に遊びに来てください。

詳 し く は，棚野岡文雄 (2-2245) 

まで。 く ま 祉 2511 談

¥い

・練習日 毎週火・土曜日 だす 日日

さ の 倒的値目(午前 7 : OO~ 8 :30) 

-場 所 横瀬橋下
』ーで./ 
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v-
/

阿

南

市

高

v-
大
字
棚
野

字
石
倉

大
字
生
名

字
石
垣

大
字
沼
江

字
西
岡

9月の土曜閉庁日は
田 福 石

次のとおりです 中� 里子 倉

6J2J 

戸
籍
の
窓


7
月
四
日 
1
8
月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ
大
{
子
生
名
{
子
野
口
花

島房

寿勝�  

里 一

お
誕
生
お
め
で
と
う

康
範
/
二
男

和

代

¥

弘

博
之
/
長
男

千
代
¥

貴

洋
/
長
男

友

子

¥

朔

9 月� 12日
(第 2土曜日)� 

会
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
中
角
字
五
十
回
岡
本
正
夫
(
臼
歳
)

大
字
棚
野
字
畑
田
高
田
正
義
(
貯
歳
)

大
字
三
渓
字
古
川
村
上
源
蔵
(
訂
歳
)

大
字
二一
渓
字
市
ノ
江
岸
野
響
精
(
お
歳
)

大
字
沼
江
字
黒
岩
谷
口
ア
サ
ノ
(
け
歳
)

大
字
棚
野
字
広
松
谷
潔
(
侃
歳
)

大
字
三
渓
字
平
山
平
山
治
男
(
九
歳
)

善

意
あ
り
が
と
三 
Eh
さ
い
ま
し
た 

7
月
時
日 
1
8
月
日
日

山
喜
英
晴
さ
ん
(
西
岡
)

村
上
伊
三
郎
さ
ん
(
横
瀬
)

高
田
和
子
さ
ん
(
棚
野
)

平
山
寄
仁
さ
ん
(
横
瀬
)

谷

進

さ

ん

(

棚

野

)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
、
善
意
銀
行
に

善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

(第 4土曜日)� 

¥
.
B
i
l
l
i

lil--

-
-

ノ

・
校

つ

院

学

行

病

小

浦

各

は
'

勝

・
園

。

'
所
稚

す

し

育

幼

ま

だ

保

び

い

た

各

及

で 

/
1
1
11
1
-
-
-
-
・¥
 

…
勝
浦
会
館
九
月
行
事

3
日
嗣

4
日
幽

6
日
日

7
日
用

8
日
伏

9
白
羽

目
日
附

口
日
同

国
日
幽

初
日
間

幻
日
間

日

ω
-手
芸
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

藤

教

室

着
付
教
室

踊
り
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

藤

教

室

着
付
教
室

nお
日
附 

踊
り
教
室


μ
日
附

手
芸
教
室


お
日
開 

篠

教

室


各
講
座
と
も
午
後
8
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
は
午
後
7

時
却
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
午
後

7
時
間
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

h
F
着
付
教
室

大 史 喜

9月� 26日

ビームライフyし 家庭婦人バレーボール 東四国国体デモスポ行事

講習 会 審判講習会及び選手強化日程 グラウンドゴルフ
あなたも撃ってみませんか? 練 習 日 程

日(土)9 月� 5 
*今月は，� 

9月5日(土� : )13時-21時� 

福祉センター� 3階において練習

月� 19日(土)� 

9月� 26日(土)� 

9 月� 

9 月� 

9 日(刈

日凶15 

コーナーを設けていますので，講
-時間

・場所

午後� 7時30分から

勝浦中学校グラウンド
習会の日でなくても教育委員会ま -時間 午後� 8時から ・備考 練習日が雨天の場合は、
でご、連絡いただければ練習できま� ・場所 生比奈小学校体育館

次の火曜日に順延します。
す。

クラウン ドゴルフビームライフ)(，
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